
議　　　　　　　員 7 月 9 日 ( 木 ) 7 月 10 日 ( 金 ) 7 月 13 日（月） 7 月 14 日（火）
１
班 伊 林 康 男・根 津 勝 幸・桒 原 洋 子 議

長　

河　

田　

強　

一

大船団地公民館          8 人 鹿渡新田集落センター　11 人 子種公民館　　           11 人 石坂区長宅　              5 人
参加者
男 124 人
女   39 人

合計
　 163 人

２
班 吉 野 　 徹・津 端 眞 一・風 巻 光 明 大割野区民会館        22 人 越手集落センター      13 人 出浦公民館　　　        4 人 所平克雪センター         8 人

３
班 草 津 　 進・滝 澤 茂 光・桑 原 　 悠 美雪町公民館             7 人 源内山公民館              5 人 赤沢公民館    　　　    13 人 船山新田公民館           8 人

４
班 大 平 謙 一・中 山 　 弘・村 山 道 明 （都合により休止） 逆巻公民館                 5 人 小下里集会所              7 人 外丸ふれあいセンター  7 人

５
班 藤ノ木浩子・恩 田 　 稔・石田タマヱ 下船渡本村公民館       9 人 押付公民館                 4 人 羽倉集落センター        9 人 小池公民館　　　        7 人

(1) 町長部局に対する質問・要望事項
　　懇談会出席者から出された要望事項のうち、議会の権限上回答できない事項及び
直ちに解決できないと判断した事項については、これを執行機関（町長部局）へ通
告してその対応を求めることとしました。現時点での対応についての回答を記載し
ました。

(2) 議会に対する質問・要望事項
　懇談会出席者から出された要望事項については、これらを真摯に真剣に受け止め、
議会の役割を果たしていくため、今後検討すべきものを記載しました。
　要望事項の検討は、総文福祉・産業建設の各常任委員会及び議会運営委員会、特別
委員会で行うとともに、全員協議会において全体的な検討をしました。
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住民・議会懇談会が開催されました。
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津南町議会だより 臨時号

2015．10．5
総 務 課 関 係

平成27年 住民・議会懇談会　質問と回答・対応
総務課関係

質
問

質問・意見・要望

●人間ドックでは役場の職員は津南病院ではなく、別の所へ行っ
て受診するのか。津南病院では何か問題があるのか。（所平）
●地域づくり協力隊は良い制度であるが、この地に定住してもら
うにはどのような施策が大切と思われるか。（鹿渡新田）

●上郷中学校の今後の維持管理費はどこが持つのか。（羽倉）

●旧上郷中学校を大地の芸術祭に使用しているが、将来的なビジョ
ンがあるようなことだが、ないのではないか。（鹿渡新田）

●町が「宝山荘」を購入した意図は何か、また利用方法等どうする
のか。（越手、逆巻、小下里、羽倉、小池、鹿渡新田）

●プレミアム商品券が買えなかった。販売方法は失敗、希望して
も買えない。金融機関等の中央への集中のため不平等だった。予
約制など公平を期してほしかった。販売前に調査・研究をしたのか。

（子種、石坂、越手、赤沢、船山新田）

回 答 ・ 今 後 の 対 応

　津南病院の人間ドックの受け入れは、年間 800 人～ 1000 人位が限
度であり、国保加入者と町民を優先しています。
　３年後の住居と仕事をどのようにあっせんできるかが重要です。
議会  経過を見ていきます。

　当面は町からの支援が必要と考えますが、将来的には、ＮＰＯ法人等
運営する組織が負担してほしいと考えています。

　劇団員の拠点及び発表の場として、有料で使用させるとともに、地域
のコミュニティーの場として使用します。

　地域に根差した固有の資源の確保と地域の活性化に役立てるためです。
また公募等により、地域の活性化のために活用したいと考えています。
議会  地域に有益なものとなるよう監視していきます。

　津南町プレミアム商品券運営委員会で制度等については十分に検討いた
しました。反省点は次回実施するときの参考にさせていただきます。
議会  実施方法等の問題点について検討を促しています。

●≪地方創生≫バラマキでは町は良くならない。長岡藩の米百俵の
小林虎三郎のように教育に力を注いだ例もある。金の使い道を良く
考えてほしい。町の課題 ( 衛生施設組合、病院問題等 ) にもっと地
方創生を活用してぶつけるべきだが、どう考えているのか。（大割野）
●正面の火災で水が不足との議員発言もあった。津南町は水が豊
かであるのに、水の利用を考えていないのでは。（大割野）

　「津南町まち・ひと・しごと創生総合戦略策定会議」で、総合戦略の
内容について議論を始めています。

　水の利用については、水利権との関係もあり難しいです。農業用水、
生活用水など使途によって最良の方法を考えています。

※文末の（　）は会場地名
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質
問

●総合センター前の旧消防の分遣所は何に使われているのか。早
く移動 ( 撤去 ) して駐車スペース等の確保を願いたい。（大割野）
●小学校分校あとの公民館の屋根の雪下ろしを 4 人で行っている
が、限界にきている。地震で壊れたりしているので、最終的に取
り壊さなければいけないと考えているが、町は面倒を見てもらえ
るのか。（出浦）

●人口減少どう対応するか。（押付）

●津南原小、中津小、外丸小、保育園など空校舎は何かに利用で
きないか。また、廃校前に使途を提案すべきではないのか。（源内
山、船山新田、外丸）

●空き家対策はどうなっているのか。（船山新田）

　１階部分は町の防災倉庫として、各種防災のための資材が入っていま
す。また、２階部分は適応指導教室として使用しています。

　建物は無償譲与、土地については使用貸借の契約を結んでいます。

　今までも各種施策を実施してきました。今年度策定する津南町まち・
ひと・しごと創生総合戦略のなかでも検討しています。

　まず、地域の皆さまの意見を尊重して、空き小学校・空き保育園検討
委員会で検討していますが、地域の感情等もありなかなか難しい状況で
す。なお、統合については、教育環境をより充実するために行うものであり、
跡地の利用計画を決めてから統合するものではないと考えています。
議会  地域の皆さまから積極的な提案をいただきたい。議会としても視
察や勉強会で研究しています。

　倒壊等により、周辺に危険を及ぼす家屋については、所有者や管理人
に撤去するように連絡をとっています。また、移住・定住等へのために
定住促進住宅や空き家バンクで情報提供を行っています。

質問・意見・要望 回 答 ・ 今 後 の 対 応

●予防医学の一つになるので、ラジオ体操を広報で流してもらえ
ないか。（鹿渡新田）
●広報無線は早口で聞き逃すことがあり、特に病院の知らせは 2
度言ってほしい。（赤沢）

●国道の横断歩道と一時停止の線が消えている。車を徐行させる
方法はないか。（逆巻）

　防災行政無線として位置付けられていることからラジオ体操を流すこ
とはできません。
　検討いたしますが、今の無線機には、録音機能が付いているので、再
生して聞くことができます。

　現地を確認して、十日町警察署に要望したい。

●津南町のふるさと納税はどうなのか。（小下里） 　年々納税額は増加しています。今年度お礼品の見直しを行っています。

要
望

●デマンドバスについて、奥の方も石坂も同じ３００円で座れな
い時もある。冬は歩いてバス停までゆかねばならない。ひまわり
バスを復活して欲しい。（石坂）

　より使い勝手の良い公共交通体系を確立するために見直しを行い、デ
マンドバスを導入しました。
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津南町議会だより 臨時号

2015．10．5
総 務 課 関 係 税務町民課関係

総務課関係

●役場福祉保健課の役職はコロコロ変わる。福祉のエキスパート
を育てていただきたい。（大割野）
●かやなどゴミが流水口に詰まっている箇所があるが、集落でや
るには限界がある。（源内山）

●赤沢に倒壊しそうな家屋が 3 軒ほどあって周囲が危険だ。こま
ごまとした対応を。（赤沢）

●克雪センターの修繕が滞っている。排水溝の詰りや水漏れがあ
る。防水工事が必要では。（所平）
●少子化が著しい。これからは町の存続の問題になるのではない
か。十日町市との合併を考えなければならないのでは。（源内山）

●三箇のように東京電力導水管から水を分けてもらいたい。（外丸）

●集落間の合併を考える時代ではないか。（下船渡本村）

●集落ごとの将来予測を調査し、今から研究し対策を打つ必要が
ある。（押付）
●津南町は情報発信が不得手だ。プロに委託したとのことだが発
信されていない。（小池）

●津南駅から秋山郷へのバスは 1 日 1 本しかないが、せめて土・
日曜日に直通バスを増やせないか。（押付）

　職員の力を最大限に発揮できるような人事を行っています。また、専
門研修への参加も促進しています。

　原則的には集落対応と考えます。

　原則は所有者責任であり適切な管理を促したい。現地は確認するので、
情報提供していただきたい。

　現地を確認したうえで対応を検討いたします。

　現状では、十日町市との合併は考えていません。

　水利権の問題があり難しいと考えます。

　集落で検討していただきたい。

　今年度作成する人口ビジョンを参考にしていただきたい。

　３年計画で取り組んでいます。徐々に変わってきています。

　費用対効果の問題もあり難しいと考えます。
要
望

そ
の
他

●栄村は道ふみまで行ってくれる部隊がある。津南も見習ったら
よいのでは。（越手）

●若手も津南を出て行き戻って来ない。将来的に自分もここを捨
てて出て行かなきゃいけないなとひしひしと感じている。何とも
言えない気持ちだ。（美雪町）

　冬期間の支援制度については、冬期保安要員の設置事業や要援護世帯
の除雪券の補助などを行っています。他に何が必要なのか検討させてい
ただきたい。

　そのようなことがないように各種施策を講じています。また、まち・
ひと・しごと創生総合戦略策定会議でも検討していきます。

質問・意見・要望 回 答 ・ 今 後 の 対 応

※文末の（　）は会場地名

意
見
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質問・意見・要望 回 答 ・ 今 後 の 対 応

そ
の
他

●ふるさと納税も良いが、津南を外から見てどうかという声が入っ
てくればありがたい。（船山新田）

●防火水槽等水量不足で火災時が心配だ。（外丸）

●いずれ路線バスが通らなくなるのではないか。（源内山）

　情報収集に努めたい。

　計画的に整備をしていますが、具体的な話を聞いたうえで対応を検討
します。

　現状の体制を維持したいと考えています。

●税金は皆のために納めるものである。しかし、未納税金が１億
円近くあるが、チェック機能がはたらいているのか。住民皆が知
るべきと思うがどうか。（鹿渡新田）

　日ごろから納付状況や接触の状況を電算システムで管理しながら進行
管理を行い、自己チェックを行うとともに、町は県のヒアリングを受け
たり、監査委員の監査などを受け、その結果を徴収部門に返すとともに、
対策を再検討しています。また、納税義務や納税意識向上のための租税
教育や税についての広報は今後も入念に行っていきます。
議会  議会は所管調査や決算審査を行うなど、行政のチェック機関を
担っています。また、議会広報紙等での周知も努力してまいります。

●課税証明書を予約し、宿直の人から受け取ることはできないか。（下
船渡本村）

　民間に委託している夜間警備員には責任を持たすことができないの
で、事前予約のうえ休日日直者がいる時間帯の 8：30 ～ 17：15 の間
においでください。なお、平日時間外の交付についても、事前に連絡い
ただき時間調整のうえ対応しております。

質問・意見・要望 回 答 ・ 今 後 の 対 応
※文末の（　）は会場地名

税務町民課関係

質
問

●≪衛生施設組合≫津南町は自立の道を選択したのになぜ十日町
市と統合しようとしているのか。津南独自の施設とする考えはな
いのか。（大割野）

　平成２５年度に経費の試算をした結果では、十日町市に委託する方が、
当面自立で運営するよりも経費が抑制されるという結論が出され、組合
議会に報告しました。今後、十日町市から出される委託料の額によって
は、試算が逆転することも考えられますので、協議を進めるなかでより
精度の高いシミュレーションを行い、さらには住民への負担が重くなら
ないよう配慮し、住民サービスの低下は極力避けるようベストの選択を
していきたいと考えています。
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2015．10．5
福祉保健課関係税務町民課関係

要
望

●入湯税を下げてほしい。（押付）

●増田レポートの地方消滅論は極端だ。地方に高齢者を移住とい
うことであるが、町はどのように考えているか。介護する人間が
少ないのに対応できるのか。（鹿渡新田、逆巻）

●保健師が以前は定期的に集落へ来て健康状態のチェックや相談
を行っていたが、最近は全く来てもらっていない。どうしてか。（出
浦）

　地方税法で 150 円が標準税率となっているところ、100 円に抑えて
ご協力いただいています。町でも検討しておりますので、ご理解いただ
き、ご協力をお願いします。

　都市部での高齢化はこれから急速に進むことが予想され、介護体制が
不足することが懸念されることからの考えと受け止めています。当町の
実態（特別養護老人ホーム等の待機者の多さ）からすれば、受け入れで
きる状況ではありません。
　高齢者が多くなり体調に不安を持つ方や、介護の問題で個々の関わり
が必要になった方が増えてきています。そのため健康相談の頻度が減っ
てしまったことで皆さんにご迷惑をおかけしました。
　これからは、各集落の公民館で実施している健康相談は、高齢者の集
まる場や健康情報発信の場になっていることから力を入れていこうと考
えております。
　今後も保健師への要望等がありましたら遠慮せずに何時でもお寄せく
ださい。

質問・意見・要望

質問・意見・要望

回 答 ・ 今 後 の 対 応

回 答 ・ 今 後 の 対 応

●≪衛生施設組合≫統合しても燃えるゴミは持ち込みも含めて今
までどおり受入れてもらいたい。（大割野）

　仮に市へ焼却を委託することになれば、環境に配慮しなければならな
い時代の流れとしても市の分別基準に合わせることになりますが、町と
栄村のゴミについての回収と持ち込みは、住民サービスの低下を極力避
けるよう、今までどおり現在の組合施設とすることを基本に検討してい
ます。

質
問

※文末の（　）は会場地名

※文末の（　）は会場地名

税務町民課関係

福祉保健課関係
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●町の医学生等の奨学金の利用状況はどうなのか。（美雪町）

●ひきこもりの子どもが一定数いると思われる。その子ども達も
年をとってきている。このような問題は町が調査して、その後の
対応が進んでいくものなのか。町で専門のカウンセラーをつけた
りはできないか。また、適当な内職等ないものか。（船山新田）

　H27 貸付者は 12 名（看護学生のみ）です。
（内訳　津南町：5 名　十日町市：6 名　長岡市：1 名）
　将来、津南病院に勤務する意志のある医学生・看護学生・准看護学生
であれば、出身地や学校等を問わず貸付を受けられるので増えています。
参考：H26 貸付は 8 名（看護学生のみ）
　ひきこもりの実態把握は大変難しく、教育委員会の訪問相談員や民生
委員からの情報、保健師の地区活動等から状況把握を行っています。本
人の健康問題、同居する親の介護の問題、経済的な問題等が出現してか
らの対応となっていることが殆どです。本年４月より生活困窮者自立支
援法が制定され、ご相談にある引きこもりの方等の相談支援や就労支援
などを、県から委託を受けた新潟県労働者福祉協議会の専門相談員がサ
ポートする制度があります。町社会福祉協議会や町福祉保健課が受付窓
口になっておりますのでまずはご相談を頂きたいと思います。また、福
祉保健課では年 5 回精神保健相談会を計画しています。精神科の医師と
保健所の精神保健福祉士があたります。相談会の担当医師から、その方
に合った適切な医療機関やカウンセラーの紹介もされています。
議会  住民の方々から情報をいただきながら支援方法について当局と協
議します。

質問・意見・要望 回 答 ・ 今 後 の 対 応

質
問

●介護施設の入居は順番とは思われない。（小下里）

●クアハウスをスイミングとウォーク半々に使用しているが不便
でありもう一つできないか。（小下里）

　恵福園（なかつ・ほくぶ含む）においては、３か月に１回入所判定会
が開催され、行政も参加したなかで県が示している入所指針に準じた形
で客観的に点数化し入所順位を決定しており、それに基づいて家族様に
順番に声掛けをしております。他の老健やグループホームにおいても適
切な入所判定に基づき行っていると認識しております。
　クアハウス津南はプールが 1 つですが、水中運動教室や各種教室など
活発な利用をいただいております。また、スイミングとウォーキングが
重なることもあり、ご迷惑をおかけしているところですが、現時点では
施設の状況等により新たなプールを建設する計画はありません。引き続
きのご協力をお願いします。
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津南町議会だより 臨時号

2015．10．5
福祉保健課関係 地域振興課関係

質問・意見・要望 回 答 ・ 今 後 の 対 応

●福祉は高齢者と障がい者福祉に分かれている。高齢者福祉につ
いては充実しつつあるが、障がい者福祉にもう少し理解があって
も良いのではないか。グループホームの増設を検討して欲しい。（大
割野）

●落下式・融雪屋根にも除雪券を出すような津南方式を作ってほ
しい。（羽倉）

●除雪券の不平等はないか。低所得者の基準を明確にしてほしい。
また要援護者の基準、民生委員の訪問活動等についてはどうなのか。

（外丸、羽倉、小池）

　日中の居場所としての地域活動支援センターと相談支援センターの機
能等を併せ持った複合型障害福祉施設の建設を検討中であり、ご要望の
生活基盤であるグループホームの建設についても、障がい者や支援者の
ニーズを十分に把握しながら、適切な時期に必要な支援が可能となるよ
う、社会福祉法人やＮＰＯ法人に増設等について引き続き働きかけてい
きます。
議会  事業者への働きかけを行い、支援方法について協議をしていきま
す。

　現在町内家屋の多くが落下式屋根・融雪式屋根に新築・改築されてい
るなかで、除雪券をそれらの全家屋に配付することは、町財政負担を考え
ると厳しい状況です。

　要援護世帯除雪事業の低所得者については、高齢者世帯や一人暮らし
高齢者世帯、母子世帯、障がい者世帯等で「住民税非課税世帯」が基準
となります。事業の対象世帯は、自力で屋根雪除雪が不可能な住民税非
課税世帯であり、かつ各世帯の人的・経済的支援状況等を十分勘案した
なかで、地区民生委員の公正・公平な審査により決定しています。上記
基準に該当しても融雪屋根等の建物構造やご子息等の人的支援や経済的
支援が可能との判断となった場合、対象から外れる場合もあります。不
平等はないものと確信しております。なお、本事業については、今後対
象者の拡大等、事業の拡充を検討する予定としております。また、民生
委員はたとえ高額年金受給者であっても、各世帯の人的支援状況や各人
の心身の健康状態等により、民生委員による定期的な巡回等が必要と判
断した場合は、訪問・相談支援している場合もあります。

質
問

要
望

※文末の（　）は会場地名
福祉保健課関係
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質問・意見・要望 回 答 ・ 今 後 の 対 応

●在宅介護・自宅介護の助成が少なすぎる。（小下里）

●民生委員が少ないのではないか。（補助的な要員）（外丸）

　介護保険の在宅サービスを利用した場合、原則１割の負担が生じます
が、その自己負担のうち２５％を町独自で助成しています。（県下では津
南町を含めて３市町で実施。ただし、ほとんどの在宅サービスまで適用
させているのは津南町のみ）また、在宅で一定以上の要介護状態と認め
られれば、要介護度及び世帯所得税別に金額は異なりますが在宅介護手
当を支給しており、他市町村と比べて見劣りしていることはないと思っ
ております。

　現在は定数ちょうどの 37 名の民生委員がおり、日々地域福祉の推進・
向上にご尽力頂いています。民生委員の定数は、県条例によって定めら
れ、７０世帯から２００世帯に民生委員１人との国の参酌基準に基づい
て決定されています。今日の厳しい社会情勢のなか、民生委員の仕事は
年々増加傾向にあり、一人当たりの負担も日々大きくなってきています。
来年度は民生委員の改選期に当たります。町内民生委員の定数適正化に
ついては、引き続き県とも十分協議・検討してまいります。

意
見

意
見

そ
の
他

●介護手続きに時間がかかる。（小下里）

　要介護認定については、原則申請してから３０日以内に結果を出すよ
うに法で定められています。介護の審査会では調査員による調査とかか
りつけ医（主治医）の意見書の両方を揃える必要がありますが、医師の
意見書が届かず結果として３０日を超えて結果がでるケースも往々にし
てあります。病院等へ協力を引き続きお願いしていきます。

●芸術祭終了後、どのくらいの利用が見込めるのか。１１年も赤
字の施設もあるので心配だ。（鹿渡新田）

　十日町・津南で 50 万人の入り込み客を見込んでおります。設立当初
の地域の盛り上がりを今一度取り戻し、利用促進をお願いしたいと思っ
ております。

質問・意見・要望 回 答 ・ 今 後 の 対 応
※文末の（　）は会場地名

地域振興課関係
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津南町議会だより 臨時号

2015．10．5
地域振興課関係

質問・意見・要望 回 答 ・ 今 後 の 対 応

●今年も大地の芸術祭が開催されるが、本来大地と芸術がコラボ
するのに意味があるが、自然の中ではなく建物の中の展示など方
向性からみて疑問である。これでよいのか。（大割野）

●大地の芸術祭に金をかけすぎていると思っている。困っている人
にかけてやった方が良い。投資分のメリットが見出せるのか。（小池）

●宝山荘が荒れてきているが芸術祭に使用するのか？（逆巻）

●なんで人口が増えないのか。結婚しない男性が多いが良い方策は
ないか。（鹿渡新田）

●交流人口を増加させるにはどうしたらよいか。（鹿渡新田）

●集落営農は理想だが、耕地の少ない集落はどうすればよいのか。
（鹿渡新田）
●他県では米の輸出が伸びているが、津南の認証米も海外へ販売は
考えられないか。（下船渡本村）
● 5 町歩ほど測量中らしき所があり、すぐ下が集落の畑になって
いる。何か町で計画中なのか。事前に集落に説明があるべきだ。（鹿
渡新田、源内山、船山新田）

●木材からエネルギーをつくる研究がされている。津南の森林を活
かす方法は。（下船渡本村）

　大地の芸術祭は、国内外から大きな注目を集めており、誘客による経
済効果、町の PR 効果は大きく、訪れる方々との交流、各集落の活性化
につながるものと考えます。
　芸術祭により、国内のみならず多くの外国人が来町することで、町内
での消費、地域の活性化、知名度のアップにつながり、今後の誘客に大
きな貢献をしているものと考えております。
議会  数十万人が訪れる実績もあり、活性化の一つになると考えられます。
町民の皆さんからも是非興味を持って頂きたい。

議会  本年は使用しません。今後の使い方は公募により検討します。
　町ではしあわせ応援隊を組織し、男性女性の出会いの場を企画してお
り、積極的に参加をしていただきたいと考えております。
議会  議会としても深刻な問題として取り組んでまいります。

　７年に渡り、都会の中学生による農業体験学習で 500 人ほどを受入
れており、今年の大地の芸術祭の作品づくりでも町外の多くの方が携
わって交流を深めています。

　難しい課題であり、今後も可能性について検討してまいります。

　津南町認証米は、厳しい品質管理により国内需要のなかで販売可能と
考えます。
　事前に連絡をしなかったことについて深くお詫び申し上げます。
　県の雪冷熱を活用したデータセンター事業について、津南町中深見地
内で実証試験を行います。

　バイオマス発電のための施設建設に多額の費用が必要であり、間伐材
の搬出コストや建築廃材等の安定確保等が難しく、費用対効果が見込め
ないと考えます。

質
問

※文末の（　）は会場地名
地域振興課関係
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●ナラ枯れが多いが、対策はどうか。（石坂）

●苗場山麓ジオパークでどうやって観光を伸ばしていくのか。シー
ズンオフにどうやって客を呼び込むのか。（大割野）

　ナラ枯れは町内全域に及んでいます。町域の 64％ 10,850ha が山林
であり、調査は難しいと考えます。

　ジオパークを内外に宣伝するうえで、景観と合わせ、豪雪地域で育ま
れてきた雪国文化、生活、人間の営みを物語として形成し、地域の人と
の交流も含め観光客が暖かさを感じる地域づくりを行い、町民が一体と
なって進めることが誘客につながると考えています。

質問・意見・要望 回 答 ・ 今 後 の 対 応

●ニュー・グリーンピア津南の先行きは。維持管理もしていかな
ければならないが、運営していけるのか。（源内山）

●マントパーク津南の行方は。大きな大会を開催計画したら？（逆巻、小下里）

●まつりの花火の音も聞こえないのに寄付は出さなければいけな
いのか。（逆巻）
●農地中間管理機構について、津南町では一集落しか成立しなかっ
たがどう思うか。（下船渡本村）
●津南町認証米は続けて欲しい。今後米価は上がる要素があるの
か。ないと思われるがどうか。（子種）
●若者の就職する場を作って欲しい。特に若い女性が残らないと
若者も集まらない。（越手、鹿渡新田）

　７月に経営陣が変わり、新たな体制のなかで経営をお願いしていきます。
議会  今後、議会としても注視していきます。

　いろいろな方向性を検討しており、今しばらくお時間をいただきたいと思います。

　祭り会場に是非お越しいただき、楽しんでいただきたいと思います。

　中山間地では、農地の条件も悪く進まない状況にありますが、今後も
可能性について検討してまいります。

　津南町認証米の作付け状況等を把握するなかで検討していきます。

　企業誘致に対して今後も情報収集に努めてまいります。

質
問

●小規模農家を救うことが農地の維持につながる。大規模をめざせ
ば山間地はもっと荒れ、人口減に拍車がかかる。（下船渡本村、小池）

●原油を多く輸入しているが、津南の木材を使い、固形ペレット
での燃料づくりをしてはどうか。環境に優しいし、収入になると
思うがどうか。森林組合でやれば良いがどうか。（子種）

●企業誘致より現在の企業を逃さないように！（小下里）

●旧中学校跡地から雪坪へ橋をかければ！（逆巻）

　地域で担い手を育て、集落営農にシフトすることが望ましいが、人材
の確保が重要と考えます。

　間伐材等搬出や木質ペレット生産工場の建設費等を考えると採算が取
れる状況にありませんが、森林資源の活用、温暖化対策の取り組みとし
て、今後検討していかなければならないと考えております。
議会  環境保全、雇用の場、森林整備等の観点からは良いと思われます
が、経済効果については研究・調査の必要があります。

　企業との情報交換をしていきます。
議会  議会としても努力してまいります。

　財政的に膨大な工事費がかかるため難しいと考えます。

意
見
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津南町議会だより 臨時号

2015．10．5
建 設 課 関 係地域振興課関係

質問・意見・要望

質問・意見・要望

回 答 ・ 今 後 の 対 応

回 答 ・ 今 後 の 対 応

●ニュー・グリーンピア津南は経営をうまくやるとするなら、子
ども相手にしていては難しいと思う。「はいこんちょ」を見ても客
層は年配である。そこに出す野菜や花は、やはり安くしないと売
れない。（源内山）
●津南の温泉施設および公共施設は赤字の施設が多すぎる。人口
減に伴い統廃合を考えてみたらどうか。（押付）

●津南の観光に高野山ダム、妙法牧場を含めた周遊コースを作っ
たらどうか。（押付）

　客層は、子どもから高齢者まで幅広く、すべてのお客様が満足してい
ただけるサービスを今後も継続してゆくことが大切と考えております。

　地域住民の健康福祉、憩いの場としての意義も大きく、財政等も含め
総合的に検討してまいります。
　高野山ダムは東京電力の発電施設であり、妙法牧場は県の施設であり、
牧場内の道路も管理用道路のため、周遊コースにすることは施設の管理
上難しいものと考えます。

※文末の（　）は会場地名

※文末の（　）は会場地名

地域振興課関係

建設課関係

意
見

●竜神の館の客が減っている。再建問題はどうなるのか。（赤沢、
小下里）

●仕事がないと言うが介護職には人が来ない。（押付）

●島田川へ赤沢豚舎の排水が入り、多いときは飛沫が顔に掛かり
汚い。（小下里）
●メクボ線に４箇所程の崖崩れがあるため森林整備に支障が出て
いる。（外丸）

●畑を探して、耕作放棄地の活用がしたいと希望したが、国の補助金
が使えないなどのハードルがあった。（赤沢）

　年々利用者数が減少しており、設立当初の地域の盛り上がりを今一度
取り戻し、利用促進をお願いします。

　ハローワーク等を積極的に利用していただきたいと思います。

　現地を確認します。

　災害復旧事業の対象とするための農地がなく、難しいので集落で対応
をお願いしたい。

　補助事業はありますが採択要件等がありますので、相談していただき
たい。

●旧上郷中学校駐車場からの裏道迂回路はできないのか。（逆巻）
　建設課における事業としては、町道となっていないため、現状では舗
装の予定はありません。

そ
の
他

質
問
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質問・意見・要望 回 答 ・ 今 後 の 対 応

質
問

●豪雪の年は高齢者にとって大変だ。２０年前に出された「克雪
タウン計画」で流雪溝の整備が全くされていないが。（大割野）

　平成８年に流雪溝の整備に必要な流量調査が行われておりますが、降
雪量の多い津南の中央地区においては、現在利用されている地域の人々
に不利益をもたらすことが想定され、流雪溝用水を確保することが難し
いと報告がされております。
議会  高床式や克雪屋根の普及は進んでいるが、流雪溝はいろいろな問
題があり進んでいないのが実情です。

●新田川は１級河川であるが、大雨の度に取水口の近辺が崩れて
困っている。なかなか床固めをしてくれない、いつになるのか。（子種）
●中津川、反里口の堤防工事で、工事後に水回しを元に戻して欲し
いと頼んだがそのままである。どのように対応するのか、知らせて
欲しい。（石坂）

　今年度、県で計画されています。

　今年度、石坂橋付近の災害復旧工事に着手するためにそのままとなっ
ておりますが、改善のための対策を図りたい。

●農道の土砂崩れの復旧を頼んだが、規模が小さいので駄目と言
われた。小さな災害には補助はないのか。（石坂）

　農業施設災害復旧事業は、事業費 40 万円以上が対象となる事業です。
事業費が 40 万円以下の施設の維持修繕等は、町単の環境整備事業で対
応しています。

●国道 405 号の旭町どおりの歩道拡幅工事計画では、歩道側の世
帯だけで、対面側は呼んでもらえない。両側の世帯で検討するの
が本来の姿ではないか。（大割野、逆巻）

●道路除雪を集落で行うようにすれば、除雪機を払い下げしてく
れるのか。（越手）

　最初の説明会は、沿線の皆さんをはじめ、大割野総区の皆さんを対象
に説明会を行い、その後は関係する地権者への補償関係の説明会をさせ
て頂いております。

　集落の体制（人員、予算等）をお聞きして検討したい。

●ガードレールも必要だが、道が狭く車がすれちがいができない。
河川への転落事故も毎年発生している。町にお願いして 11 年になる
がいっこうに進まないのはなぜか。（越手）

　家屋が現道に接近しているところもあり、全線拡幅が難しい状況です。
ガードレールを付けると益々狭くなり、冬の除雪も困難となりますので、
拡幅が可能なところから進められるよう予算の確保を図りたい。
議会  町道改良は予算が限られていて長年の懸案事項となっています。
再度要望を行います。

●スノーシェッドの最初の工事箇所のつなぎ目が地震後離れ、水
が漏れている。また冬場は大きなつららができて落下すると非常
に危険だ。昔は保安要員が落としてくれていたが、今は行ってい
ない。（所平）

　新潟県で対策工事を予定しています。
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津南町議会だより 臨時号

2015．10．5
建 設 課 関 係

質問・意見・要望 回 答 ・ 今 後 の 対 応
※文末の（　）は会場地名

建設課関係

質
問

●石坂へ通じる広域農道の除雪してほしい。（赤沢）

●除雪について、朝１回なので、夕方も来て欲しい。（石坂、下船
渡本村）

●冬季間の除雪は車スペースだけなので、排雪の場所がない。もう
少し奥までお願いする。（大船団地）

●団地の新規建設は、予算がつかなくなったので来年建築したいと
町から言われた。現在まで種々不都合を我慢してきたので早急にお
願いする。（大船団地）

　広域農道は、農道のため雪崩対策が不十分であり、冬期間の除雪は雪
崩の危険から不可能です。春除雪においても、雪崩の心配がなくなって
からの作業を行い、通行止め解除は落石防護柵が出た段階で解除してお
ります。

　早朝と降雪量によりますが、お昼前後に除雪を行っています。日中の
降雪量が多い時は幹線道路対応となってしまうことをご理解ください。

　出来るだけの対応をしたいと思いますが、現在の状況ですと通路部分
しか舗装になっておりませんので、除雪機械の能力的に限界があること
をご理解ください。
議会  今後、排雪してもらえるよう要望します。

　大船団地は耐用年数の関係で来年度以降でないと着手できないため、
当初から来年度からの計画でおりましたが、美雪町住宅の今年度予算が
要望どおりに付かない状況から来年度についても厳しいものと推察され
ます。
議会  早い段階での予算付けと着工について要望していきます。

要
望

●町道のため冬の除雪が悪い。( 県道はきれいになっている ) 除雪
担当距離が長いのではないか。昼間来ると夕方は来ないため、大
雪の時は勤め帰りの人が、家まで登っていけないことがある。改
善して欲しい。（越手）

　町道の除雪は、降雪があるとき早朝パトロールと日中拡幅作業を行っ
ていますが、夕方からの雪については早朝パトロール作業で対応する体
制であり、24 時間体制での取り組みが難しいことをご理解ください。

●所平内の県道改良はやらないのかと今年問い合わせがあった。既
に 10 年前から行っているのにどうなっているのか。（所平）

●灰雨トンネルの進捗状況は。また土捨て場は。（逆巻）

●国道脇の駐車スペース、公園では相変わらずポイ捨てが多い。清
掃の委託はできないのか。（羽倉）

　バイパス計画の案が県から提示されましたが、地元では現道拡幅を希
望されたと言うことで進展がありません。今後も県に要望していきます。
　今年度、詳細調査を行っていただいています。土捨て場については、
候補地を県に数か所あることを報告しています。
　国道 117 号の沿線にある公園については、冬囲い・草刈・清掃の委
託をしておりますが、日々の契約となっておりません。
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質問・意見・要望 回 答 ・ 今 後 の 対 応

●道路除雪に関して朝は早く来るが夕方は 2 ～ 3 時で終わり、仕
事から帰ってくると通れない時がある。せめて 5 時頃来てほしい。
ロータリーで飛ばしてもらいたい。（出浦）

●百ノ木の分岐点で「秋山郷」、「出浦」、「北野」行きの看板を取
り付けて欲しい。観光客で間違えて入ってくる人が多くその都度
教えている。（出浦）

●道路が下がって水がたまる箇所がある。（源内山）

●長坂の道路が穴だらけなので、早急に舗装をお願いしたい。（赤沢）

　出浦方面だけの除雪車の配置が出来ないため、作業ルートにより時間
の制約が伴うことをご理解下さい。
議会  同様の集落もあり要望していきます。

　木製の看板がありましたが、現地を確認したい。

　現場を確認したい。

　県に要望しています。

要
望

そ
の
他

●東電の空き地が多いので、町が買上げて子育て支援住宅を建設
すれば良いと思うがどうか。（鹿渡新田）

　具体的場所は分かりませんが、現在の子育て支援住宅は、空いた教員
住宅を再利用したものです。

●集落内道路の整備を頼む。応急処置をしてそれっきりだ。道路
工事がご粗末であり、下水工事の不良箇所も多い。（小下里）

●消雪パイプは沈下している。漏水箇所がある。（小下里）

　現場を確認したい。

　小下里集落の消雪パイプは集落管理となっていますので、漏水等の修
繕は集落対応となります。

●地域を流れる川はとても重要で、川筋文化とも言える。河川管理
のアイディアを集めてコンクールをやってはどうか。（船山新田）

●マウンテンパークの林道の側溝が草だらけで対向車が分からない。（赤沢）

●ひまわり広場に行く道の白線が消えていて危ない箇所がある。（赤沢）

議会  ご意見承りました。

　７月中旬に草刈を実施いたしました。

　来年度の施工に向けて、予算の確保を図りたい。

● 町営住宅で子育てはしにくい。子ども部屋を作ってやると、自分達は
居間で寝ている。子どもが男女の場合、仕切りができるようになってい
るとありがたい。（美雪町）

　建築当初での対応は困難ですが、改築については相談いただきたい。質
問

●町営住宅は 2 階建てで落下式屋根なので雪ですぐに暗くなる。
（美雪町）

　屋根の雪おろし作業の軽減を図りましたので、落ちた雪処理は、入居
者の負担でやっていただくことが入居条件です。

●大きな水路がありガードレールがついておらず危ない。（美雪町） 　実施いたしました。

●県の水路土木工事は連絡説明なしで困る。（逆巻）
　昨年の工事については、地元説明会を開催して出席者の了解のもとで、
工事を進めさせていただきました。
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津南町議会だより 臨時号

2015．10．5
教育委員会関係建 設 課 関 係

建設課関係

教育委員会関係

質問・意見・要望 回 答 ・ 今 後 の 対 応
※文末の（　）は会場地名

●除雪作業がご粗末である。（外丸）

●下水に接続していない家があるため近隣から苦情が出ている。
（外丸）
●集落内には１０本以上の消パイ用設備があるが、一元化されていない
ため個人の負担額に差がある。一元化する事によって平等にしたい。（外丸）

●消雪用の井戸水が不足している。現在山からの引水を併用して
いる。（小下里）

●芳流閣付近に陥没箇所ある。（逆巻）

　消雪パイプの設置されている路線は、平時の除雪を行っておりません
が、降雪が続くと排雪作業が間に合わずにご迷惑をお掛けしております。
　下水道つなぎ込みについてのアンケートを数年おきに実施しておりま
すが、啓蒙にこれからも努めたい。

議会  集落で対応をお願いします。

　消雪パイプ設置当初から湧水を併用していることを聞いています。
議会  集落で対応をお願いします。

　現場を確認します。

そ
の
他

回 答 ・ 今 後 の 対 応

●集落内を通っている県道の舗装に不具合があるため沿線住民が
騒音、振動で困っている。（外丸）

　舗装の修繕については、県に要望しています。

※文末の（　）は会場地名。
質問・意見・要望

●ジオパーク、大地の芸術祭等への関心が住民にはどの程度ある
のか、また相当の投資をしているが、地元への経済効果、教育面
での効果をどのように思われるか。（大船団地、美雪町、大割野）

　昨年 12 月に日本ジオパーク認定委員会から認定を受けました。まだ認定時
の指摘事項を整備している状況であり、住民にはまだ広報など啓発活動が行
き届いていませんが、既に学校では子ども達に地元の歴史などのキャリア教
育に生かす取り組みが始まっており、地元に誇りを持って成長されるよう進
めているところです。ジオパークについては、秋山郷はじめ雪国の自然、文化、
生活を発信し津南町を広く知ってもらうための題材として認知度も高く、ま
た、大地の芸術祭は、国内外から大きな注目を集めており、誘客による経済
効果、町の PR 効果は大きく、訪れる方々との交流、各集落の活性化につな
がるものと考えます。町民の認知、理解について、見やすく、理解が深まる
よう取り組みます。ジオパークについての浸透を今後も図っていきます。

質
問
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質
問

意
見

●学校の後援会費は生徒がいなくとも払うのか。使い道は？（逆巻）

●「子育て支援」で第 3 子以上の保育料の無料化を訴えている議
員がいるが、第 2 子から無料化にして少子化に歯止めをかけたら
どうか。（所平）

●正面の国道端に出すのぼり旗が多く見通しが悪く危険。( 特にコ
ンビニ近く ) 役場の通りも「ジオパーク」の同じのぼり旗が多く見
通しが悪くぶつかろうとした。もう少し少なくしたらどうか。（所平）

　学校後援会費は各学校毎に組織された後援会によりお願いされている
ものと理解しています。各集落で推薦された代表者が理事等により関わっ
ているものと考えられ、会費徴収には学校毎に申合せ事があると考えます。

　貴重なご意見として承りました。多方面から多くの意見を伺いながら
津南らしい支援策につないでいきたい。

　交通安全を第一としたい。ご指摘ありがとうございました。

●上郷保育園はどうなる。（逆巻）
　保育園整備計画説明会を昨年開催しました。地元理解が必要と考えま
す。子どもたちにより良い環境をと多くの意見をいただいています。
議会  地元の意向を重視いたします。

●保育園の送り迎えは中途半端な時間で大変だ。送迎を要望するが、
全席チャイルドシートをつけなければならない課題がある。（源内山）

　今後、答申に沿った保育園整備が進められるなかで通園手段についても
安全を確保し検討いたします。

要
望

質問・意見・要望 回 答 ・ 今 後 の 対 応

●地元に帰ってきたら奨学金免除という策は良いと思う。（船山新
田）

●毎年来る江戸川区の子ども達は津南のことをしっかり調べてく
る。地元の子どもこそ地元を知らない。（船山新田）

●秋祭りでの町内の行き来が減った。子ども達は親と一緒に十日
町や長岡で遊んでいて、地域の中で遊んでいない。ぜひ地域の中
で遊ばせてやりたい。（船山新田）

●資料館の客入りはあまり良くない。（船山新田）

　現在、基金を財源としてして貸付制で行っています。地元就労で返済
免除も一案です。誰でも（収入による制限有り）借り受けられる状況で
すが「免除」にはある程度の条件規制が発生するので十分な検討が必要
と考えます。

　郷土を知り郷土愛を高めてもらえるようジオパーク教育、キャリア教
育を地元の理解と協力により積極的に取り組んでいきたい。

　子育てには、学校教育だけでなく、家庭や地域からも、少なくなって
いる子ども達に関わりを持つ意識を高めていただくよう公民館事業等を
考えたい。

　現民俗資料館は老朽化しており、将来に向けても誘客策を考えていき
たい。

そ
の
他
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津南町議会だより 臨時号

2015．10．5
津南病院関係 議 会 関 係

津南病院関係
※文末の（　）は会場地名。

質問・意見・要望 回 答 ・ 今 後 の 対 応

●看護師になれと言うが、看護師の待遇は良いのか。（小下里、越手）

●津南病院以外は院外薬局になっているが、なぜ院外薬局にしな
いのか。どこの病院も職員が立っているが、津南病院は皆座って
いるがどうか。（子種）

　ご存じのように看護師の仕事は人の命にかかわる仕事で、しかも 24
時間体制で勤務が組まれますので楽ではありません。しかし、世の中の
人の役に立つすばらしい仕事です。津南病院の看護師も国の制度に準拠
した配置基準で働いていただいています。希望される対象の方がおりま
したらぜひお勧めください。
　国の誘導的施策もあり院外薬局が増えましたが、現在は事情により院
内薬局に戻している病院もあります。院内薬局は患者様の手間をかけな
いという利点があります。また、院外薬局はトータルで患者様負担が増え
ます。なお、薬剤業務は必要に応じて立ち仕事と座っての仕事があります。

要
望

質
問

●津南病院の赤字規模の縮小をどう考えているのか。（所平）

●津南病院の療養病床が休床するとのことだが、看護師がいれば
再開するのか。（美雪町）
●津南病院の歯科廃止の答申が出たが、患者が少なくなったから廃
止するということは、他の診療科も段々となくなる方向だと思う。
なぜ民間は経営ができ、津南病院はできないのか、その本質を考え
なければならないと思うが。公設民営を検討したか。（羽倉、逆巻）

　経営努力での赤字縮小は継続していきます。答申書内容にある議会の
同意を得て資本金を活用して累積欠損金を処理することについては、今
後の情勢を見て判断したい。
　看護師が確保できれば療養病棟を継続したい考えです。しかし、極め
て厳しい状況です。
　公立病院としての使命・役割が終了したとの判断で廃止となったもの
です。公立病院は、患者が少なく赤字経営の部門でも、住民の医療ニー
ズの高いものは運営していかなければならないと考えます。病院の経営
形態については、今後の検討課題です。

●医師、看護師不足で、往診してもらえぬ。今後往診していただき
たい。上村病院と津南病院では看護師の教育が違う。対応をきちん
としていただきたい。（大船団地、石坂）

　H28 年度から本格的に在宅医療に取り組む予定で体制等を検討中で
す。看護師教育については、院内・院外研修を充実させながら対応力の
向上に努めたい。

●医師も含めて職員間の連携をしっかり保ち、津南病院にあった
運営をして欲しい。看護師の手当をあげてやる。（子種）

　院長を中心に病院職員が一丸となって地域に信頼される病院づくりに
努力してまいります。病院にあった運営等については、答申内容につい
て具体的に実施をしてまいります。
議会  答申内容の実施について注視していきます。



19

議会関係
※文末の（　）は会場地名

要
望

質問・意見・要望 回 答 ・ 今 後 の 対 応

意
見

質
問

●待遇を良くすれば、改善が図られると思う。医師は患者に対し
て熱意がないような気がする。（鹿渡新田）

●津南病院を残したい、守りたいと言う人たちで寄付も考えられ
る。（鹿渡新田）

　待遇改善については、今後とも努力してまいります。医師の熱意につい
ては、院長を中心に皆さんに理解していただけるよう努力してまいります。
　ありがたいご意見です。働く病院職員にとって大きな励みとなっています。
今後の津南病院の有り様については、住民の皆さんとともに考えていきたい。
議会  存続に最善を尽くします。

●津南病院の看護師の言葉遣いや対応は悪い。また、怠慢を感じる。
他の病院を知らないからではないか。看護師の目線が町民に（患者）
にむけられていないのではないかと感じる。（羽倉、越手、所平、小
下里、下船渡本村）

●津南病院の事務長は医療や経営の専門の人材を継続的に配置す
るべき。（押付）

　接遇向上に向けた院内外の研修に継続して取り組んでいきたいと思い
ます。
議会  より良い接遇を働きかけています。

　経営形態について、地方公営企業会計制度上における全部適用等のこと
を言われているように思いますが、今後の検討課題とさせていただきます。

●津南病院の中待合室は診療室の声が筒抜けである。プライバシー
保護から見ても改善が必要である。（羽倉）

●上郷の診療所があるので助かる。（逆巻）

　プライバシー保護のための雑踏音機などもありますが、その効果は疑
問の域を出ません。患者層は高齢の方が多く、どうしても大きい声掛け
が必要な状況があります。患者様対応については今後とも気を配るよう
指導してまいります。
議会  患者のプライバシーは守られるべきものであり、適切な対応を要
請しております。
　現在、石川医院が上郷地域の医療にご尽力されております。今後とも
病診連携を図ってまいります。

質問・意見・要望 回 答 ・ 今 後 の 対 応

●津南町は地方創生をどう考え自立していこうとしているのか。
議会としての考えを聞きたい。（大割野、下船渡本村、小池）

議会  今年度「地方版総合戦略」の策定において人口減少問題等に提言
や議論を行うよう取り組んでいきます。
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津南町議会だより 臨時号

2015．10．5
議 会 関 係 そ の 他

議会関係

その他

※文末の（　）は会場地名

※文末の（　）は会場地名

質問・意見・要望

質問・意見・要望

回 答 ・ 今 後 の 対 応

回 答 ・ 今 後 の 対 応

●議員は地域代表が必要だ。町民目線で行う仕事に支障が出てき
ている。困った時に実行してくれる議員が必要だが、どの議員に
話したらよいのか分からない。選挙制度を考えて欲しい。議員の
力は大きいと思う。（所平）
●議議会において様々な難題を質問している人が多いがもう少し
津南町、地域の問題を上げて一般質問してほしい。町民は天下国
家のことよりも生活に密着したことを望んでいる。（所平）
●町民と議会の呼吸がどうも合っていない。頑張っているのだろ
うが、伝わってこない。（赤沢）
●ここが過疎化する訳は帰ってくる魅力がないことだ。死に物狂
いで考える立場が議員では。（船山新田）

●議員活動が一部議員しか解らない。（外丸）

●買い物は杵淵が届けてくれるが、JA に行きたいとなると足が遠
くなった。一年増しに駄目になる。（美雪町）
●保育園、小学校、駐在所までなくなるのではないかと危惧して
いる。津南も端の方から衰退してきている。（赤沢）

議会  承りました。困ったときは議員誰にでもお声掛けください。

議会  ご意見承りました。

議会  承りました。期待に応えられるよう努力いたします。

議会  承りました。期待に応えられるよう努力いたします。

議会  議会活動は目に見えない部分もありますが、それぞれ努力してお
ります。

議会  ＪＡにも協力をお願いしています。

議会  地元の対応に協力いたします。

意
見

●議員を削減すると地域の声が届かなくなるのではと懸念してい
るが、減らした理由を教えて欲しい。（所平）

議会  議員定数特別委員会で１年間かけて議論し、議会で決定した結果
です。議員は全町的に活動していますので、要望などはどなたでもご相
談ください。

質
問

意
見


